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1.はじめに 

円偏光光渦は，軌道角運動量とスピン角運動量を

持ち，力学的な運動量に変換することが可能である

ことが知られている[1]．本研究では再生可能エネル

ギーとして円偏光光渦を使用するために，自然光か

ら円偏光光渦を生成させる方法を検討している．し

かし, 従来法では自然光から円偏光光渦を生成する

ことが難しい. そこで，これまでサブ波長構造によ

る偏光グレーティングを用いる方法を提案してきた

[2]. このとき偏光グレーティングの位相を方位角

方向に 1/8 周期ずつずらして配置した．しかし，単

位サブ波長構造幅を偏光グレーティング周期の

1/8 周期にしなければならないので，周期を大き

くとる必要があった．そのため，回折角が小さく

なり生成光のみを取り出すことが困難であった. 

そこで本稿では, 回折角を大きくすることを目的と

したサブ波長構造の設計を行った. 

 

2.作製する円偏光光渦ホログラムの設計方法 

円偏光光渦ホログラムは周期的な複屈折分布から

なり，ジョーンズ行列は， 
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と書ける．ここで�はリターダンスである．この円偏

光光渦ホログラムに任意の偏光状態を持つ光を入射

すると，互いに逆周り逆巻きの円偏光光渦が±1回折

光として発生する．本稿では，回折角の拡大を目的と

し，式(1)の�に基いて主軸方位を決定し設計を行っ 

た. また, 回折角をθ, 参照光の波長をλ, トポロジ

カルチャージをℓ, サブ波長構造による構造性複屈

折の主軸方位角を示すと，(1)式中のαは, 
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と表すことができる(図 1). 

 
(a)                    (b) 

 
図 1 作製する円偏光光渦ホログラムの複屈折

主軸の方位角分布図 (a)従来法 (b)提案法 

 

本稿では，図１(b)のサブ波長構造周期は

400nm，単位サブ波長構造幅は1.875μmとした．

また，波長632.8nmの He-Ne レーザーを入射する

と回折角θが4.840deg となるように設計した． 

 

3.まとめ  

回折角を大きくするための円偏光光渦ホログラム

の設計を行った．今後の展望としては，設計した円

偏光光渦ホログラムを用いて白色光から円偏光光渦

を生成する予定である. 
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